
文
化
公
演
会

佐

藤

通
芳

津
軽
三
味
線
演
奏
会

29
日
午
後
１
時
半
か
ら
１

号
室
で
「
佐
藤
通
芳
」
津
軽

三
味
線
演
奏
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
瀬
谷
照
明
協
会
長
が

「
３
年
越
し
の
願
い
が
か
な
っ

た
公
演
」
と
挨
拶
。
通
芳
さ

ん
は
千
葉
県
生
ま
れ
。
三
味

線
奏
者
の
父
道
弘
と
箏
奏
者

の
母
の
も
と
、
11
歳
で
本
格

的
に
津
軽
三
味
線
を
習
い
始

め
、
弘
前
で
４
年
間
修
業
。

現
在
は
東
京
を
拠
点
に
海
外

演
奏
活
動
も
増
え
て
い
ま
す
。

師
匠
の
魂
の
熱
演
が
、
曲

に
関
わ
る
楽
し
い
エ
ピ
ソ
ー

ド
や
修
行
の
様
子
な
ど
の
語

り
を
交
え
て
繰
り
広
げ
ら
れ

た
１
時
間
半
。
“
三
味
線
を

弾
く
”
と
い
う
常
識
が
吹
き

飛
ぶ
よ
う
な
、
“
叩
く
”
奏

法
は
ま
さ
に
圧
巻
で
し
た
。

津
軽
三
味
線
の
特
徴
で
あ

る
楽
譜
の
な
い
奏
者
独
自
の

演
奏
で
「
津
軽
じ
ょ
ん
か
ら

節
」
、
「
津
軽
甚
句
」
な
ど

の
定
番
７
曲
に
加
え
、
ア
メ

リ
カ
民
謡
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
「
ブ
ル
ー
グ
ラ
ス
」
も
披

露
。
「
夏
宵
ま
つ
り
」
で
は

弘
前
ね
ぷ
た
と
青
森
ね
ぶ
た

の
掛
け
声
（
「
い
や
ー
い
や

ど
ー
」
、
「
ら
っ
せ
ー
ら
」
）

を
、
観
客
と
一
緒
に
な
っ
て

会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

ア
ン
コ
ー
ル
で
は
、
秋
田
民

謡
「
荷
方
節
」
を
熱
演
。
次

の
機
会
を
待
望
し
た
い
公
演

会
で
し
た
。

多

賀
中

学

校

吹

奏

楽
演

奏

会

29
日
10
時
半
か
ら
秋
晴
れ

の
前
庭
で
、
吹
奏
楽
部
21
名

の
メ
ン
バ
ー
が
山
崎
枝
里
子

先
生
の
指
揮
の
も
と
、
日
頃

の
練
習
の
成
果
と
県
大
会
金

賞
の
実
力
を
存
分
に
発
揮
し

元
気
よ
く
演
奏
し
ま
し
た
。

演
目
は
「
宝
島
」
、
「
平
成

メ
ド
レ
ー
」
（
「
世
界
に
一

つ
だ
け
の
花
」
、
「
く
れ
な

い
」
、
「
ラ
ブ
マ
シ
ー
ン
」

な
ど
の
12
曲
）
で
、
ア
ン
コ
ー

ル
に
も
応
え
て
、
聴
衆
の
大

き
な
声
援
を
受
け
ま
し
た
。

芸
能
・
作
品
発
表
会

演
芸
・
書
画
・
手
芸

30
日
午
前
、
１
号
室
で
芸

能
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
交
流
セ
ン
タ
ー
に
登
録

し
て
い
る
６
グ
ル
ー
プ
40
人

が
日
頃
の
カ
ラ

オ
ケ
や
器
楽
、

民
謡
、
太
極
拳

を
披
露
し
ま
し
た
。
太
極
拳

で
は
ゆ
っ
た
り
し
た
優
雅
な

動
作
で
、
90
代
の
参
加
者
も

し
っ
か
り
体
幹
が
鍛
え
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
５
～
７
号
室
で
は
、

自
主
６
グ
ル
ー
プ
の
模
擬
店

と
展
示
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

40

年
続
く
手
芸
サ
ー
ク
ル

「
ク
ジ
ラ
の
会
」
に
は
、
開

店
早
々
ま
と
め
買
い
が
入
っ

て
い
ま
し
た
。
健
康
づ
く
り

推
進
グ
ル
ー
プ
は
、
脳
年
齢

や
血
管
年
齢
、
骨
密
度
な
ど

を
測
定
、

保
健
師
の

ア
ド
バ
イ

ス
も
あ
り
、

多
く
の
人

が
立
ち
寄
っ

て
い
ま
し

た
。
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10
月
29
日
（
土
）
、
30
日
（
日
）
、
文
化
祭
実
行
委
員
会
、

成
沢
地
区
文
化
協
会
の
主
催
で
「
成
沢
ふ
れ
あ
い
文
化
祭
」

が
３
年
振
り
に
行
わ
れ
ま
し
た
。



NO 区分 人数 備考

1 80歳 201 傘寿

2 88歳 78 米寿

3 100歳 2 百寿

4 101歳～ 5

計 （成沢学区） 1,638

計 （日立市） 22,496

80歳以上の高齢者数 増

え

る

高

齢

者

成
沢
学
区
で
は
新
た
に
201
名

が
80
歳
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
88
歳
な
ど
区
切
り
の
年
齢
に

達
し
た
方
は
左
表
の
通
り
で
、

合
計
で
は
１
千
600
人
を
超
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
市
全
体
で
は

２
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

市
よ
り
お
祝
い
を
贈
呈

80
歳
以
上
の
方
に
昨
年
同
様
、

①
市
長
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

②
成
沢
小
児
童
か
ら
の
お
祝
い

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド

③
不
織
布
マ
ス
ク
（
10
枚
）

④
地
域
の
店
で
使
え
る
振
興
券

（
使
用
期
限
11
月
30
日
ま
で
）

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

９
月
27
日(

火)

、
成
沢
交
流

セ
ン
タ
ー
で
市
主
催
の
シ
ニ
ア

向
け
タ
ブ
レ
ッ
ト
講
座
が
開
催

さ
れ
、
12
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

市
が
用
意
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
使
い
、
電
源
の
入
れ
方
や
文

字
入
力
、
ア
プ
リ
の
起
動
・
操

作
な
ど
を
講
師
の
て
い
ね

い
な
指
導
で
学
習
。
指
タ
ッ

チ
の
み
で
の
検
索
や
ゲ
ー

ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

11
月
７
～
11
日
に
は
成

沢
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
10

名
が
参
加
、
文
書
作
成
ソ
フ
ト

（
ワ
ー
ド
）
を
使
い
、
文
字
入

力
と
変
換
、
表
の
作
成
、
画
像

の
挿
入
、
ち
ら
し
作
成
の
演
習

等
を
行
い
ま
し
た
。
最
後
に
は

パ
ソ
コ
ン
に
関
す
る
質
疑
応
答

も
あ
り
有
意
義
な
講
座
で
し
た
。
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10
月
１
日(

土)

、
日
立
地
区

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

「
路
線
バ
ス
利
用
促
進
の
集
い
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

運
行
し
て
い
る
バ
ス
会
社
か

ら
特
に
団
地
の
バ
ス
利
用
の
減

少
状
況
に
つ
い
て
数
字
で

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
又
、

対
策
と
し
て
乗
降
位
置
を

ス
マ
ホ
な
ど
で
入
力
す
る

と
バ
ス
の
位
置
や
待
ち
時

間
が
分
か
る
「
バ
ス
位
置

情
報
サ
ー
ビ
ス
」
や
高
齢

者
に
や
さ
し
い
定
期
券
・

カ
ー
ド
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
防
犯
、
住
宅
火
災
、

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
紹
介

も
あ
り
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
模

擬
店
で
の
参
加
者
の
交
流
も
盛

ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

生

涯
学

習

部

「
敬
老
会
」
は

今
年
も
中
止
！

10
月
16
日(

日)

、
秋
の
鮎

川
の
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
成
沢
・
諏
訪
・
油
縄

子
の
３
学
区
内
の
「
鮎
川
を

き
れ
い
に
す
る
会
」
の
メ
ン

バ
ー
を
中
心
に
、
草
刈
り

や
空
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
回
収
な
ど
を
行
な
い
ま

し
た
。

成
沢
学
区
は
鮎
川
橋
下

と
大
学
橋
下
の
区
域
を
担

当
、
約
20
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
爽
や
か
な
秋
日
和
の

下
、
複
数
台
の
草
刈
り
機
も

動
員
し
て
短
時
間
で
無
事
に

終
了
し
ま
し
た
。
お
疲
れ
様

で
し
た
。

秋
の
鮎
川
一
斉
清
掃

～

き
れ
い
に
す
る
会

路
線
バ
ス
利
用
促
進
の
集
い

11
月
12
日(

土)

、
好
天
に
恵

ま
れ
た
中
、
「
助
川
山
ウ
ォ
ー

ク
」
が
ス
タ
ッ
フ
を
含
め
30
名

が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
内
に
住
ん
で
い
て
も
助
川

山
を
訪
れ
る
機
会
の
な
い
人
も

多
く
、
ガ
イ
ド
付
き
の
山
歩
き

は
楽
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

駐
車
場
か
ら
歩
き
始
め
、
ひ

ね
り
沢
、
ジ
グ
ザ
グ
ト
レ
イ
ル
、

石
の
池
を
経
由
し
て
頂
上
へ
到

着
。
そ
の
後
、
「
お
お
み
ね
の

丘
」
へ
移
動
し

ミ
ニ
ゲ
ー
ム
の

後
、
お
に
ぎ
り

弁
当
の
昼
食
を

食
べ
ま
し
た
。

約
８
キ
ロ
の

コ
ー
ス
を
脱
落

者
も
な
く
完
歩

し
、
心
身
と
も

に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

で
き
た
半
日
で

し
た
。

日
立
の
魅
力
再
発
見
ウ
ォ
ー
ク

「
助
川
山
」


